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１．概要（Summary）

交流インピーダンス法は古くから誘電率と比抵抗の測

定で用いられ，その解析理論は 20 世紀後半に腐食分野

において成熟してきた．本検討では，拡散挙動がインピ

ーダンスに与える影響するために，早稲田大学ナノテクノ

ロジー研究所の設備を利用して、作用極と対極用の金蒸

着電極を作製した．

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】  電子ビーム蒸着装置

【実験方法】

シリコンウエハの上に Cr を 10nm 蒸着した後，Au を

100nm 蒸着した．この金蒸着電極を作用極，対極とした．

参照電極は Ag/AgCl 電極とした．電解液はフェリシアン

化カリウム水溶液とした．

３．結果と考察（Results and Discussion）

Fig.1 に作製した電極を使用したときの交流インピーダ

ンス測定の結果を示す．

Fig.1 (a) Result of AC-EIS and (b) enlarged view of 
(a).

Fig.1 から，従来の研究において，理論的に導出された

通りの拡散挙動のインピーダンスが実験からも確認でき

た．

４．その他・特記事項（Others）

なし

５．論文・学会発表（Publication/Presentation）

なし

６．関連特許（Patent）
なし

(a)

(b)


